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ｐＨ12程度
（効果が十分見込める状態）

ｐＨ11以下
（これから効果が急激に低下、もしくは既に効果が低下）
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消石灰の特性とリトアクアでの評価方法

消石灰のpHは徐々に低下するのではなく、急激に低下

～消石灰の化学反応～
消石灰は雨水や空気中の二酸化炭素と反応して炭酸カルシウムに変化します。

Ca(OH)2 + CO2 → CaCO3 + H2O

左図 消石灰のｐＨ持続確認試験（加速試験）
消石灰懸濁液に二酸化炭素（CO2）を通気すると、通気後しばらくは
強アルカリ性（pH～13）を示すが、消石灰由来の水酸化物イオンが
消費され切ってしまうとpHは急降下。
（加速試験での結果、実際の現場では散布環境により、
7～10日程度は持続することが多い。）

ポイント1

リトアクアは“青色になるまでの時間”でpHを判断

～リトアクアの発色原理～
リトアクアは、リトマス（天然色素）の色彩変化（青:アルカリ性、赤:酸性）を利用。

赤（赤紫）→ 青色、色の変化の速度がpHによって異なることが原理

ポイント2

10秒 5分

リトアクアを滴下してから“青色になるまでの時間”とpHの関係

瞬時

pH>12 pH=11

20秒 5分

pH=10

リトアクア滴下後10秒程度で“青色”にならない場合は（② ③の状態）、
その後急激にｐＨが低下していくため、消石灰再散布を推奨

瞬時に青色 10秒後の色は赤紫色、
5分後青色

滴下後しばらくは赤色

劣化していない消石灰が
多量にある状態

消石灰分が少ない状態
これから短時間でpHは10未満になる

消石灰はほぼ炭酸カルシウムに
変化している状態

消石灰 二酸化炭素 炭酸カルシウム 水

① ② ③

ｐＨ 消毒効果

消石灰 約12～13(強アルカリ性) 強

炭酸カルシウム 約9～10(弱アルカリ性) 弱

マメ知識 消石灰と炭酸カルシウムの消毒効果

水酸化物イオンが
消費されることで

急激に低下

判定:○ 判定:× 判定:×

（※翌日には青色になっているので注意）


